
10th
20th

　「多摩区」が誕生してから50年が経ちました。多摩区が誕生した昭和47(1972)年4月から
50周年を迎えた令和4(2022)年4月までの出来事を写真とともに振り返ります。

1972～1981

1972年

1973年

1974年

枡形中学校開校
自動車に「川崎ナンバー」が誕生

下布田小学校開校
稲田小学校開校100周年

緑化センター開園

多摩図書館新築開館

第１回多摩区民祭開催

菅中学校開校

南生田中学校開校

県立生田東高校開校

南生田小学校開校

住居表示施行に伴い、高津区から長尾が編入

旧生田出張所の庁舎完成

県立百合丘高校開校

宿河原小学校開校

京王相模原線の開通により
４００年続いた「菅の渡し」廃止

登戸小学校開校100周年

菅小学校開校100周年

生田小学校開校100周年（※月は不明）

川崎市の人口が100万人を突破

為替制度が固定相場制から、変動相場制に移行

フルーツパーク(現農業技術支援センター)開園

アメリカから日本へ沖縄返還され、
沖縄県が発足

4月

5月

12月

2月
5月
6月

４月

9月
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（昭和47年）

（昭和48年）

（昭和49年）

宿河原小学校開校(昭和48年) ※稲田郷土史会提供菅の渡し(昭和48年) 生田小学校開校100周年(昭和48年)登戸小学校開校100周年(昭和48年)

菅小学校開校100周年(昭和49年) 菅中学校開校(昭和52年) 南生田中学校開校(昭和52年)

第1回多摩区民祭(昭和52年)

南生田小学校開校(昭和51年)

下布田小学校開校(昭和54年) 枡形中学校開校(昭和55年)緑化センター開園(昭和54年)

1982～1991

（昭和50年）

（昭和51年）

（昭和52年）

（昭和54年）

（昭和55年）

1975年

1976年

1977年

1979年

1980年

2月
3月
4月

4月

4月

11月

4月
５月
8月

1月
4月

川崎市が政令指定都市へ
多摩区が発足し、川崎市役所稲田支所・稲田
図書館・稲田保健所がそれぞれ多摩区役所・
多摩図書館・多摩保健所に名称変更

青字緑字
茶字 国に関すること

区に関すること・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

市に関すること

1982年

1983年

1985年

1987年

1988年

二ヶ領用水改修工事に伴う小泉橋架け替え
のため石橋を解体撤去

西菅小学校開校

消費税導入(3％)

高橋市長が就任

元号が「平成」となる

川崎市都市計画事業登戸土地区画整理事業が
事業計画決定

国鉄が分割・民営化され、JRグループ７社
（北海道・東日本・東海・西日本・四国・九州・
貨物）が発足

日本電信電話公社が民営化され、
日本電信電話株式会社（NTT）が発足
日本専売公社が民営化され、
日本たばこ産業株式会社(JT)が発足

南菅小学校開校

南菅中学校開校

長尾小学校開校

川崎市伝統工芸館開館

県立菅高校開校

7月

11月

3月

4月

4月

4月

9月

（昭和57年）

（昭和58年）

（昭和60年）

（昭和62年）

（昭和63年）

（昭和64年）
（平成元年）

（平成2年）

（平成3年）

1989年

1990年

1991年

1月

4月

11月

4月

6月

行政区再編により、高津区から宮前区、多
摩区から麻生区が分区して7区になる

多摩消防署旧栗谷出張所完成

多摩川水害で対岸にあった狛江市側住宅
流出。被害拡大防止のため、二ヶ領宿河原
堰を爆破

長尾小学校開校(昭和57年) 南菅小学校開校(昭和60年)

南菅中学校開校(昭和60年) 西菅小学校開校(平成2年)

小泉橋解体撤去工事の様子(平成3年)※稲田郷土史会提供※出典:このゆびとまれ20年-多摩区民祭創立20周年記念誌-
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30th

1992～2001 2002～2011

多摩区役所仮庁舎(平成5年) 福祉パルたま開設(平成5年)

多摩区総合庁舎落成記念式(平成9年)

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

二ヶ領せせらぎ館開館

生田緑地内に、川崎市岡本太郎美術館開館

小田急向ヶ丘遊園モノレール線廃止

多摩水道橋、第Ⅱ期工事竣工

第１回多摩ふれあいまつり開催

阿部市長が就任

薬師堂で行われる「菅の獅子舞」が神奈川
県無形民俗文化財に指定

可動式のゲートを備えた二ヶ領宿河原堰完成

郵便番号が7桁に変更

長野冬季オリンピック開会

多摩区総合庁舎落成

稲田中学校開校50周年

生田中学校開校50周年

消費税5％に引き上げ

川崎市制70周年を記念して建設された枡
形山展望台が完成
多摩水道橋、第Ⅰ期工事（２車線道路）竣工

多摩区自主防災組織連絡協議会発足

多摩区の「区の木・区の花」が決定

阪神淡路大震災が発生

オウム地下鉄サリン事件が発生

市の新シンボルマークが決定

福祉パルたま開設

多摩老人福祉センター開設

公職選挙法改正により衆議院選挙において
小選挙区比例代表並立制が導入

多摩区役所が仮庁舎へ移転

７区のシンボルマークが決定

多摩区役所菅連絡所開設

5月

1月

9月

10月

3月

12月

1月

3月

5月

9月

11月

（平成4年）

（平成5年）

（平成6年）

（平成7年）

（平成8年）

（平成9年）

（平成10年）

（平成11年）

（平成13年）

1997年

1998年

1999年

2001年

1月

4月

5月

2月

3月

3月

10月

2月

3月

11月

多摩図書館が仮館へ移転 2002年

2003年

2006年

2007年

生田緑地ばら苑で春の一般開放を実施

多摩区役所菅連絡所廃止

菅行政サービスコーナー開設

中野島中学校開校50周年

川崎市藤子・F・不二雄ミュージアム開館

県立向の岡工業高校開校50周年

第１回たま音楽祭開催

川崎市多摩スポーツセンター開館

中野島小学校開校50周年

東日本大震災が発生

全国高校駅伝競技大会に県立多摩高校が
初出場

区役所で第2・第4土曜日の窓口開設が始まる

郵政事業の民営化が開始される

登戸駅がリニューアル、ペデストリアンデッ
キ完成

多摩休日急患夜間診療所内に北部小児急
病センターを開設

第１回ふれあいミュージックフェスタ開催

多摩区の人口が20万人を突破

川崎市立多摩病院開院

県立多摩高校開校50周年

登戸行政サービスコーナー開設

第１回たまたま子育てまつり開催

旧向ヶ丘遊園ばら苑を「生田緑地ばら苑」
として一般に無料開放

3月

5月

6月

8月

9月

2月

6月

12月

10月

（平成14年）

（平成15年）

（平成18年）

（平成19年）

（平成20年）

（平成22年）

（平成23年）

2008年

2010年

2011年

12月

3月

4月

2月

3月

5月

9月

10月

12月

向ヶ丘遊園閉園(ばら苑は市に移管され生
田緑地の一部となる)

40th

青字緑字
茶字 国に関すること

区に関すること・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・

市に関すること

枡形山展望台完成(平成7年)
多摩水道橋第Ⅰ期整備事業完成(平成7年)

稲田中学校開校50周年(平成9年) 生田中学校開校50周年(平成9年)

川崎市岡本太郎美術館開館(平成11年)
多摩水道橋、第Ⅱ期工事が竣工(平成13年)

川崎市立多摩病院開院(平成18年) 登戸駅ペデストリアンデッキ完成(平成18年)
全国高校駅伝競技大会に

県立多摩高校が初出場(平成20年)

中野島中学校開校50周年(平成22年)

第1回たま音楽祭(平成23年)

中野島小学校開校50周年(平成23年)
川崎市多摩スポーツセンター開館(平成23年)

西菅小学校開校

消費税導入(3％)

※稲田郷土史会提供

※稲田郷土史会提供

※稲田郷土史会提供

※稲田郷土史会提供

※株式会社フォトスタッフ提供
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伝統・文化

50th

2012～2022

東生田小学校開校50周年(平成28年) 水とかがやく未来館開館(平成29年) 稲田小学校開校140周年(令和元年)

東菅小学校開校50周年(令和2年) 三田小学校開校50周年(令和3年)

東京2020パラリンピック
聖火多摩区採火式(令和3年) 多摩消防署栗谷出張所の新庁舎(令和4年)

生田出張所新庁舎供用開始(令和3年)

2012年

2013年

2014年

2016年

2017年

2018年

2019年 生田緑地の枡形山展望台舞台リニューアル
伝統野菜「のらぼう菜」を改良した新品種が
川崎市初の品種登録

多摩川サイクリングコースの愛称を「かわ
さき多摩川ふれあいロード」と決定
東菅小学校開校50周年

令和元年東日本台風による被害が発生

生田緑地が都市計画決定から
80周年を迎える
三田小学校開校50周年

日本女子大学西生田キャンパスが
目白キャンパスに移転

生田出張所新庁舎供用開始

区から「たまずん」に特別住民票を交付

多摩消防署栗谷出張所が新庁舎での
業務開始
多摩区制50周年を迎える

かわさき宙と緑の科学館開館50周年

多摩川で黄金色のなまずが釣りあげられ、
二ヶ領せせらぎ館で飼育を開始。後に市民
公募により「たまずん」と命名

東京2020パラリンピック聖火フェスティバ
ルの一環として、日本民家園で「東京2020
パラリンピック聖火多摩区採火式」を開催

二ヶ領用水が国登録記念物（遺跡関係）
に登録

旧生田出張所が建て替えのため、
仮庁舎へ移転

川崎市の人口が150万人を突破

長沢浄水場内に水道事業等の広報施設
「水とかがやく未来館」が開館

元号が「令和」となる
稲田小学校開校140周年

登戸で刺傷事件が発生

県立生田高校開校50周年

消費税10％に引き上げ軽減税率制度の実施

川崎市立日本民家園開園50周年

長沢浄水場の再構築事業が完成

マイナンバー制度が始まる

東生田小学校開校50周年

登戸土地区画整理事業による小泉橋架け替
えが竣工

第１回多摩区スポーツフェスタ開催

多摩区観光協会発足

多摩区の「区の木・区の花」のイラストが
リニューアル

消費税8％に引き上げ
向ヶ丘遊園駅地下連絡通路開通

福田市長が就任

4月

11月

3月

4月

10月

1月
3月
11月

4月

6月

2月

3月

4月
5月

10月

（平成24年）

（平成25年）

（平成26年）

（平成28年）

（平成29年）

（平成30年）

（平成31年）

（令和元年）

（令和元年）

（令和2年）

（令和3年）

（令和4年）

2019年

2020年

2021年

2022年

10月

1月

2月

4月

6月

3月

4月

6月

7月

8月

1月

3月

4月

最新鋭のプラネタリウムを導入した「かわさき
宙(そら)と緑の科学館」(川崎市青少年科学館)
がリニューアルオープン

世界中で大流行した新型コロナウイルスが、
日本国内でも初めて感染者を確認

東京2020オリンピックが開幕。翌月には
東京2020パラリンピックも開催

第3章 多摩区の魅力

　薬師堂で毎年9月に行われている伝統行事です。五穀豊穣
や疫病退散を祈願するもので、平成13年2月に県指定無形民
俗文化財に指定されました。

菅の獅子舞

　多摩区に長年住み、『ドラえもん』などの多数の名作を生みだ
した藤子・F・不二雄氏の作品世界やメッセージを幅広い世代
に伝えていく文化施設です。

川崎市藤子・F・不二雄
ミュージアム

　本物の星空のような臨場感を体験できるプラネタリウム
や昆虫や野鳥などの標本を展示しているなど、自然・天文・
科学の各分野で体験が楽しめます。

かわさき宙と緑の科学館

　広大な敷地に体育室や武道室、プールなどの施設を完備
しています。施設の提供や各種スポーツの教室を実施して
います。

川崎市多摩スポーツセンター

　五穀豊穣や地域の安全を祈願して行われる伝統行事で
す。射的祭は長尾神社の[マト―」と子之神社の「オマト」が
あります。（写真は長尾神社の「マトー」）

射的祭

　日本を代表する25の古民家などを集めた野外博物館。四
季折々の雰囲気を味わえるイベントも開催しています。

川崎市立日本民家園
　川崎市の紺屋の技術を受け継ぎ、伝統的な「本藍染め」の
技術を伝えていくことを目的として、昭和58年に開館しま
した。

川崎市伝統工芸館

　本市にゆかりのある芸術家・岡本太郎の作品を肌で感じる
ことができる「体験型展示空間」をコンセプトとする美術館で
す。気軽に参加できるワークショップなども開催しています。

川崎市岡本太郎美術館
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